
実務実習における  
総括的評価について

補足説明



教育評価

教育活動を効果的に遂行するために
 必要な情報を収集した後に、それを解析し、

 意志決定を行う作業

情報収集（測定）
解析（価値判断）
意思決定（合否

 
・

 
フィードバック）



総括的評価への係わりについて



 
学生が日々記載する日誌や週報が

 総括的評価の判断材料になる。



 
指導薬剤師は、日々の実習において

 フィードバック（形成的評価）を行う。



 
学生が記載した内容にもフィードバック

 （形成的評価）を行う。



 
これを繰り返し、実習を最後（１１Ｗ）

 まで行えるよう支援する。



 
意思決定は、大学が責任を持って行う。



実務の現場での総括的評価は
 

測定：指導薬剤師
 

価値判断：指導薬剤師、担当大
 

学教員
 

意志決定（単位認定）：大学



薬局では、  
実務実習の到達度を測定し、  
薬剤師として判断した結果と  
しての評点をつける  

（測定と価値判断）



ユニット６
 

総合実習（実践）にて、
 総括的評価の測定・価値判断を行う

総合実践

患者に情報提供ができる

調剤過誤対策について討議する

情報提供ができる

患者から情報収集ができる

服薬指導ができる

患者から情報収集ができる

情報の加工と情報提供ができる

ロールプレイで服薬指導業務ができる

ロールプレイで患者・顧客対応を体験する

ＭＳ、ＭＲから情報収集ができる　　薬局アイテムの収納、配置、陳列ができる

処方内容・薬歴などから患者情報の収集ができる

調剤薬鑑査ができる

一般用医薬品などの選択などができる

　薬局アイテムをおぼえる

　医薬品に関する情報収集ができる

　処方せんの受付、計数・計量調剤ができる

　日常的にＭＳと接する

　薬剤師の倫理、守秘義務を実践する

　あいさつをする

再度話し合う

患者･顧客と直接話をする 回数を重ねて実践する まとめ薬のことを知る ロールプレイで患者・
顧客対応を練習する

　業務などは実習期間中（１～１０週）においてスポットとして実施

実習期間（週）

　学校薬剤師業務、在宅医療、休日夜間対応、災害時対応、

　薬物乱用防止、医薬品適正使用の啓発、調剤報酬算定・請求

２ ４ ６ ８ １０ １１

かかりつけ薬局、薬剤師および
調剤過誤対策について話し合う

•学生の知識を確認する

•簡単な説明をする
 （やってみせる）

•やらせてみる

•フィードバックをする



薬局・病院実務実習  ２０単位


 

コース：実務実習事前学習


 

コース：病院実習（10単位）


 

コース：薬局実習（10単位）

最終的な総括的評価（合否判定）は、

３つのコースが終了した時に行う。

ただし、単位認定については大学毎に違う



評価を行う目的

学習成果に対する意思決定をするため
（総括的評価）

学習過程の改善に対する意思決定をするため
（形成的評価）

これらは全て

学習者を
成長させるため！
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